
１　交通規制実施状況

２　交通安全施設の整備状況

３　交通管制センターの役割

４　道路交通法上の各種許可等手続

第　４　部

交 通 規 制



１　交通規制実施状況

　 福井県下における主な交通規制（高速道路等を除く）の実施状況は次のとおりです。

区間・箇所数 延長等（ｍ）

７９区間 －

５０区間 －

３６７区間 210,811

３区間 1,770

９区間 1,250

４１区間 31,360

１区間 360

４区間 925

１７区間 33,280

１区間 840

４８０区間 －

１，６４１箇所 －

２２区間 2,625

２７６区間 662,766

分離帯道路（片側） ４区間 1,560

非分離帯道路（両側） － －

自転車 非分離帯道路（両側） １０区間 5,460

４車線道路（両側） ６区間 12,050

３車線道路（片側） １区間 2,000

２７２区間 1,074,777

６４３区間 1,099,500

２６２区間 239,540

２３区間 85,250

９５５交差点 －

７，９０９箇所 －

３９区間 26,080

１,３２６区間 1,710,979

（内　隔月片側規制） （３９区間）          (19,050)

１３１区間 96,055

１５区間 661

４１７区間 568,195

信号あり １，８４０箇所 5,474本

信号なし ※３，１２６箇所 4,189本

５交差点 －

信号あり ４１箇所 95本

信号なし ５９箇所 87本
※押ボタン式信号機設置箇所で信号機によらない横断歩道１１箇所を除いて計上

上記車両以外車両通行止め

その他の通行止め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     実　施　状　況 令和５年１２月末 現在

　　　　　　規　制　種　別

歩行者用道路
通学・通園路

その他

一方通行

自転車通行止め

歩行者通行止め

歩行者及び車両
の通行禁止

通行の禁止

指定方向外進行禁止

大型車通行止め

特定貨物車等通行止め

二輪以外の自動車通行止め

自転車及び歩行者通行止め

歩行者横断禁止

追越しのための右側部分はみ出し通行禁止

専用通行帯

路線バス等優先通行帯

路線バス等

最高速度

５０キロ

４０キロ

３０キロ

転回禁止

進行方向別通行区分

一時停止

駐停車禁止

駐車禁止

冬期駐車禁止

斜め横断可（スクランブル方式を含む）

自転車横断帯

駐車方法の指定区間

普通自転車の歩道通行可

横断歩道
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福井南警察署
福井市 226

坂井西警察署
福井市 1
坂井市 58
計 59

あわら警察署
あわら市 83

坂井警察署
坂井市 156

勝山警察署
勝山市 63

大野警察署
大野市 92

敦賀警察署
敦賀市 144
美浜町 25

若狭町 20
計 189

鯖江警察署
鯖江市 154
越前町 39
計 193

越前警察署
越前市 187

南越前町 20
池田町 2

計 209

小浜警察署
小浜市 69
若狭町 24
おおい町 16

高浜町 22
計 131

福井警察署
福井市 400
永平寺町 54
計 454

○ 警察署別交通信号機数

令和5年12月31日現在

総数１，８５５箇所
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２ 交通安全施設の整備状況 
 
（１）  交通信号機  

交通信号機の設置に当たっては、交通量や周辺環境、交通事故発生状況などを考慮し、設置

の効果や緊急性等を勘案し、地域住民及び道路利用者の意見に十分配意して、真に必要な箇所

には計画的かつ確実に設置することとしています。  

また、交通環境の変化により、交通量が減少したり、利用頻度が低下した信号機ついては、

他の対策により代替えが可能か否かを考慮し、地域住民及び道路利用者の意見に十分配意して、

信号機の撤去を進めています。  

 

（２）  道路標識・標示  

公安委員会が設置する道路標識・標示は、信号機とともに交通規制の内容をドライバーや歩

行者に伝達するための重要な手段です。  

これらの道路標識・標示を適切に設置及び維持管理するほか、夜間の視認性を高めるため高

輝度化する等の事故防止対策を推進しています。  

 
       ※  交通安全施設整備状況（令和５年１２月末現在）  
  

種   別 整 備 数 
 

       交 通 信 号 機 １，８５５基  

       道 路 標 識 
３７，９１９本 

（６８，３５６枚） 
 

 横 断 歩 道 
９，６６３本 

（４，９６６か所） 
 

 

 

（３）  バリアフリー化の推進 

高齢者、身体障害者等の道路における安全と移動の円滑化を図るため、（通称）バリアフリー法に基づ

き、新たな対策を推進しております。 

 

ア 高齢者等感応信号機 
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(c)

点状横線

 

イ 音響式信号機 

 

 

 

 

 

 

     ※ 設置箇所については、 

       福井県警察のアプリ 

       「ふくいポリス」及び 

       県警ホームページで公開中 

 

 

 

 

 

   ウ エスコートゾーンの設置 

 

         横断歩道上に「エスコートゾーン」 

（視覚障害者が横断時に横断方向の手 

がかりとする突起体の列）を設置し、 

歩道の誘導用ブロックと繋ぐことによ 

り視覚障害者が安心して移動できる交 

通環境を確立する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 交通管制センターの役割 
 

交通管制センターの役割は大きく分けて、交通流の効率的な管理と交通情報の活用の２つが

あります。このため、道路上に設置された車両感知器、交通情報収集カメラ、パトカー、ヘリ

コプターなどを使って情報収集し、信号機の時間配分を調整するほか、交通情報板、カーナビ

等を通じ交通情報を提供し、交通の安全と円滑化を図っています。  
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○ 交通管制システムのしくみ 

交 

通 

情 

報 

の 

収 

集 

 

○警察官            ○車両感知器           ○交通情報収集カメラ 

 ヘリコプター 

パトロールカーなど 

 

  

交 

通 

情 

報 

の 

分 

析
・
処 

理 

 

○交通管制センター 

          

  

交 

通 

情 

報 

の 

提 

供 

な 

ど 

 

○交通情報板             ○光ビーコン        ○日本道路交通情報センター 

 

 

 

○信号機の制御 

  

 

  交通情報をラジオ・電話・インタ

ーネット等で広報する。 

（050-3369-6618福井） 

（050-3369-6666全国共通） 

 携帯電話 #8011 

カーラジオやＶＩＣＳ対応の

カーナビゲーションで情報を

受信する。 

（ＶＩＣＳ；道路交通情報 

通信システム） 

交通管制センターのコンピ

ュータ制御により最適のタ

イミングで動作する。 
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○ ＶＩＣＳ（道路交通情報通信システム）のしくみ 

 

 

 

 

 

公安委員会では光ビーコンを次の路線に設置し、情報提供を行っています。 

嶺 北：国道８号（坂井市～越前市）・（福井市内県道一部路線）【６４地点】 

  嶺 南：国道８号、２７号（敦賀市）【６地点】 

情

報

収

集 

 

 

情

報

提

供 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

道路交通情報はＶＩＣＳ情報として３つのメディアでドライバーに提供されます。 

情

報

表

示 

 

 

交通情報 道路情報 

公安委員会 道路管理者 

道路交通情報 

ＶＩＣＳセンター 
日本道路交通情報センターを経由

してＶＩＣＳセンターに道路交通

情報が集められます。 

光ビーコン 電波ビーコン ＦＭ放送 

カーナビ 簡易図形表示型 

ＶＩＣＳ情報は次の

３タイプでカーナビ

に表示されます。 

① 文字表示型 

② 簡易図形表示型 

③ 地図表示型 

17 

19 20 
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○ ＰＴＰＳ（公共車両優先システム）のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備交差点数 

・ バスＰＴＰＳ設置交差点：３５ 

・ 電車ＰＴＰＳ設置交差点： ６ 

 

 

ＰＴＰＳとは！！ 
バスと電車の路線上に設置した光ビーコンでバス等を検知し、交通管制センター

の指令により信号機をバス等優先制御に切り替えて、バス等の円滑な走行と定時性
を確保するシステムです。 

イメージ図 

整備路線 

交通管制

センター 

 

信号の制御 
・青信号の延長 
・赤信号の短縮 

車両情報 
（バス情報等） 

光ビーコン 

1 

2 

 バスＰＴＰＳは福井市内の主要な

バス優先（専用）路線１５．０ｋｍ

（右図の    部）、電車ＰＴＰＳ

は路面電車区間のうち２．５ｋｍ（右

図の    部：新木田～田原町） 

県
道
福
井
加
賀
線 

県
道
福
井
丸
岡
線 

県
道
福
井
鯖
江
線 

灯明寺 

幾久 

大仏前 光陽 
三の丸 

八幡神社前 

花堂 

裁判所前 

大名町 
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４ 道路交通法上の各種許可等手続 
  
 １ 道路使用許可 

道路を自動車や人などの通行以外の目的に使用すると、道路の効用を害し、必然的に交通の

妨害となり、その他の一般交通に著しい影響を及ぼすことになります。このため、道路交通法

では通行目的以外の道路使用の行為については、これを許可の対象とし、一定の要件を備えて

いる場合に、警察署長がその使用を認めることとしています。手続の概要は、次のとおりです。  
 

申請対象 

（１）道路における工事又は作業 

（２）道路に石碑、銅像、広告板、電柱、アーケード等を設置する行為 

（３）場所を移動しないで、道路に露店、屋台等を出す行為 

（４）一般交通に著しい影響を及ぼすような通行の形態若しくは方法により道路を使用する行為又 

  は道路に人が集まり一般交通に著しい影響を及ぼすような行為で次に掲げるもの 

①  道路に、みこし、山車、踊り屋台等を出し、又はこれらを移動すること。 

②  道路において、ロケーション又は撮影会をすること。 

③  道路において、集団行進(学生､生徒及び児童の遠足､修学旅行の隊列又は冠婚葬祭の行列 

   を除く。)、祭礼行事、式典、競技、仮装行列、パレード等をすること。 

④  道路に人が集まるような方法で、演説、演芸、奏楽、映画、録音等をし、又は拡声器、ラ 

ジオ、テレビジョン等の放送をすること。 

⑤ 道路において、消防、避難、救護その他の訓練をすること。 

  ⑥ 車両等に著しく人目を引くような特異な装飾その他の装いをして通行すること。 

  ⑦ 交通の頻繁な道路において、広告、宣伝等の印刷物その他のものを配布すること。 

  ⑧ 交通の頻繁な道路において、人が集まるような方法で寄付を募集し、又は署名を求めること。 

  ⑨ 道路において、旗、のぼり、看板その他これらに類するものを持ち、若しくは楽器を鳴ら 

し、又は特異な装いをして広告若しくは宣伝をすること。 

  ⑩ 道路において、ロボットの移動を伴う実証実験、人の移動の用に供するロボットの実証実

験又は自動車から遠隔に存在する運転者が電気通信技術を利用して当該自動車の運転操作

を行うことができる自動運転技術を用いて自動車を走行させる実証実験をすること。 

申請書類等 

① 道路使用許可申請書 

② 現場案内図（１／５,０００～１／１０,０００の既成の地図等を使用） 

③ 現場周辺道路状況図（現場周辺の主要道路、区間内の全道路を記入した図面） 

④ 道路使用状況図（作業の内容種別ごとに道路使用状況と通行余地確保状況等を図上で説明）など  

申請窓口 
道路使用に係る場所を管轄する警察署 

※ 道路使用場所が２以上の警察署の管轄にまたがる場合は、いずれかの警察署   

手 数 料      （１）道路使用許可手数料 ２，３００円   （２）道路使用許可証再交付手数料 ４００円 

交付予定日数      ７日（休日及び道路管理者や他の警察署長との協議に要する期間、交通規制に要する期間は含みません。） 

※ 道路使用許可申請書は、県警ホームページ又は各警察署の交通課で取得できます。  

※ 道路使用許可申請等の一部の手続について、メールでの申請・届出が可能となりました。手続は「警察

行政手続サイト」 

https://proc.npa.go.jp/から行ってください。なお、以下の２から５の手続も同様となります。 

※ 手数料の納付方法が証紙のほか、コンビニエンスストアでの納付や、ＷＥＢ上のクレジットカードによ

る納付でも可能になりました。手続は、県警ホームページから行うことができます。 
  
 

2 駐車禁止除外車両の指定  
歩行困難な身体障害者の方が使用する車両については、駐車禁止規制の対象から除外する措

置を講じています。除外指定を受けることができる方の基準及びその手続は次のとおりです。 
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除外対象者 

身体障害者手帳又は戦傷病者手帳の交付を受けている方で、福井県道路交通法施行細則の別表

に掲げる障害の区分・障害の級別に該当し歩行困難な方、並びに療育手帳又は精神障害者保健

福祉手帳の交付を受けている方で同細則に定める障害の程度に該当する方 

申 請 者       本人（代理申請も可能です。） 

申請書類等 
 駐車禁止除外車両指定申請書、身体障害者手帳、戦傷病者手帳、自動車検査証又は自動車検査 

証記録事項、自動車運転免許証 など 

申 請 窓 口       申請者の住所地を管轄する警察署 

交付予定日数       １０日（休日は含みません。） 

    ※  駐車禁止除外車両指定申請書は、県警ホームページ又は各警察署の交通課で取得できます。  
 
 
 

3 駐車許可 
道路標識等により駐車が禁止されている区域内において、一時的に駐車しようとするときは、

警察署長の許可を受けなければなりません。許可を受けることのできる対象及び手続は次のと

おりです。 

申 請 対 象       

 申請が次の要件の全てを満たす場合 

① 申請日時、場所が交通に危険を生じ又は著しく交通を阻害しないものであること 

② 申請以外の方法では用務を達成することが困難なこと 

③ 申請場所の近くに駐車可能な場所がないこと 

 申請書類等       
 駐車許可申請書、駐車場所及びその周辺の見取り図、自動車検査証又は自動車検査証記録事項、 

 自動車運転免許証、介護関係の証明書 など 

 申 請 窓 口        駐車しようとする地域を管轄する警察署 

 交付予定日数  ５日（休日は含みません。） 

    ※  駐車許可申請書は、県警ホームページ又は各警察署の交通課で取得できます。  
 
 
 

４ 高齢運転者等標章の交付  
道路標識等により高齢運転者等だけが駐車できる区間に駐車しようとする場合は、高齢運転

者等標章の交付を受けなければなりません。 

高齢運転者等標章を受けることができる方の基準及びその手続は次のとおりです。 

対象者 

① ７０歳以上の方 

② 聴覚障害・下肢不自由により免許に条件を付されている方 

③ 妊娠中又は出産後８週間以内の方  

申 請 者       本人 

申 請 車 両 対象者が使用する普通自動車 

申請書類等 
 高齢運転者等標章申請書、自動車検査証又は自動車検査証記録事項、自動車運転免許証、母子 

健康手帳 など 

申 請 窓 口       申請者の住所地を管轄する警察署 

交付予定日数       即日 

    ※  高齢運転者等標章申請書は、県警ホームページ又は各警察署の交通課で取得できます。  
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５ 制限外積載許可 
車両の運転者は、積載物の大きさ、積み方の制限を超えて物を積んだりすることは禁止され

ています。 

しかし、積載物が分割できないため、積載物の大きさや積み方が規定の制限を超える場合は、

出発地を管轄する警察署長の許可を受けて積載することができます。 

 申 請 対 象        次の表の制限を超えて積載する場合 

 申請書類等       
制限外積載許可申請書、自動車検査証又は自動車検査証記録事項、自動車運転免許証、積載見 

取り図、運転経路図 など 

 申 請 窓 口       出発地を管轄する警察署又は交番・駐在所 

 交付予定日数 ３日（休日及び他都道府県警察への照会に要する期間は含みません。） 

   ※ 制限外積載許可申請書は、県警ホームページ又は各警察署交通課、交番・駐在所で取得できます。  
 
 

区分 積載物の大きさ 区分 積載物の大きさ 

 
大型特殊自動車 
大 型 自 動 車 
中 型 自 動 車 
普 通 自 動 車 

 

 

 

小型特殊自動車 

 

 

積載の方法 積載の方法 

 

 

 

 

     

区分 積載物の大きさと積載の方法 

側車付を除く 

自 動 二 輪 車 

原動機付自転車 

 

 

 

 

 

 

 

三輪の普通自動車と総排気量660㏄以下の 

普通自動車にあっては、高さ２．５ｍ以下 
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６ 設備外積載、荷台乗車許可  
車両の運転者は、座席でないところに人を乗せたり、荷台でないところや座席でないところ

に荷物を積んだりすることは禁止されています。しかし、出発地を管轄する警察署長の許可を

受けたときは、荷台でないところや座席でないところに荷物を積んだり、貨物自動車の荷台に

人を乗せて運転することができます。 

申 請 対 象       

① 設備外積載 

積載のために設備された場所以外の場所に積載する場合（ルーフ・キャリアなどの設備に

荷物を載せる場合を除きます。） 

② 荷台乗車 

荷物の見張りのため以外に荷台に人を乗せる場合（貨物自動車に荷物を積んだときに限り

荷物の見張りのため必要最小限度の人を荷台に乗せる場合を除きます。） 

  申請書類等       
 設備外積載（荷台乗車）許可申請書、自動車検査証又は自動車検査証記録事項、自動車運転免 

許証、積載見取り図、運転経路図 など 

  申 請 窓 口        出発地を管轄する警察署 

  交付予定日数  ５日（休日は含みません。） 

   ※ 設備外積載（荷台乗車）許可申請書は、県警ホームページ又は各警察署の交通課で取得できます。  

 
７ 通行禁止道路通行許可  

道路標識等により通行を禁止されている道路を通行しようとする場合は、警察署長の許可を

受けなければなりません。許可を受けることのできる対象及び手続は次のとおりです。 

申 請 対 象       

① 車庫、空き地その他の当該車両を通常保管するための場所に出入りするため、車両の通

行を禁止されている道路を通行しなければならない場合 

② 身体の障害のある人を車両の通行を禁止されている道路を通行して輸送すべき相当の

事情がある場合 

③ 貨物の集配のため、当該道路を通行することがやむを得ないと認められる場合 

④ 生活必需物資の運搬のため、当該道路を通行することがやむを得ないと認められる場合 

⑤ 冠婚葬祭等社会慣習上、当該道路を通行することがやむを得ないと認められる場合 

⑥ その他業務上の必要により、当該道路を通行することがやむを得ないと認められる場合 

申請書類等       
 通行禁止道路通行許可申請書、通行経路図、自動車検査証又は自動車検査証記録事項、自動 

車運転免許証 など 

申 請 窓 口        通行禁止道路・区域を管轄する警察署 

交付予定日数  ５日（休日は含みません。） 

    ※  通行禁止道路通行許可申請書は、県警ホームページ又は各警察署の交通課で取得できます。  
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